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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

障害者福祉推進課
担当名: 総務・企画・団体担当、社会参加推進担当

内線: 3294 (単位：千円)
会計

S127 障害者福祉啓発推進費 一般会
計

民生費 社会福
祉費

項
障害者福祉費 障害者福祉啓発推進費

番号 事業名

事 業
期 間

昭和56年度～ 根 拠
法 令

障害者基本法第7条・第9条（任意）

款

針路 07
分野施策 0703

１　事業概要 ５　事業説明
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　障害者の社会参加を推進する上で、障害及び障害者に
対する県民の理解と協力は不可欠である。
　障害及び障害者についての県民理解を深めるため、障
害者福祉啓発に役立つイベントを開催するとともに、県
内の障害者団体が行う啓発事業に助成する。
　また、一般就労が難しい重度障害者の体験型職場研修
を県庁内で実施し、県職員の障害者理解を進める。

　ア　「障害者週間」記念のつどい　　　1,133千円
　イ　障害者福祉啓発交流事業費補助　　　950千円
　ウ　障害者団体全国大会等開催費補助　　800千円
　エ　障害者県庁職場体験事業費　　　　　400千円

（１）事業内容
　　ア　「障害者週間」記念のつどい　　　1,133千円
　　　(ｱ) 作文・ポスターの募集・表彰、作品集作成
　　　(ｲ) 「障害者週間」記念のつどい、障害者絵画展の開催
　  イ　障害者福祉啓発交流事業費補助　　　950千円
　　　　障害のある人とない人のふれあいの機会の拡大と障害者に対する県民の理解を深めるために、県下の障害者団体
　　　が一致団結して行う啓発交流事業の開催費を補助する。
　  ウ　障害者団体全国大会等開催費補助　　800千円
　  　　障害者団体が行う全国大会等の開催費を補助する。
  　エ　障害者県庁職場体験事業費　　　　　400千円
　　  　障害者の受け入れを希望する課と実習を希望する障害者のマッチングを行う。

（２）事業計画（目標、達成水準、今後の計画等）
　  ア　「障害者週間」記念のつどい
　 　(ｱ)　作文・ポスターの募集・表彰、作品集作成
　 　(ｲ)　「障害者週間」記念のつどい、障害者絵画展の開催　年1回(11月下旬から12月上旬)
  　イ　障害者福祉啓発交流事業費補助
　　　　「障害者まつり」年1回、講習会・学習会　年20回、障害フォーラム(地区集会等)　年3回
  　ウ　障害者団体全国大会等開催費補助　　4団体
  　エ　障害者県庁職場体験事業費　　　　　5名

（３）事業効果
　　　障害や障害者についての県民の理解を深め、障害のある人とない人が共に生きる社会の実現を推進することができ
　　る。

２　事業主体及び負担区分
ア　人権啓発活動地方委託事業
(国10/10)
イ・ウ・エ　(県10/10）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.3人＝2,850千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 3,283 1,133

前年額 2,883 1,133 1,750
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誰もが活躍し共に生きる社会の実現

2,150 400

障害者の自立・生活支援



 

事業名

単位事業名 予算額 1,133千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 466 0 障害者との心のふれあいをテーマとした作文及び「障害者週間」を
広報するポスターを募集し、優秀作品を表彰するための経費

委託料 667 0 「障害者週間」を記念した県民のつどい開催事業委託費

合計 1,133 0

単位事業名 予算額 950千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 950 0 埼玉障害者まつり等への補助金

合計 950 0

事業内訳書

障害者福祉啓発推進費

「障害者週間」記念のつどい

主な内容

障害者福祉啓発交流事業費補助

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 800千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 800 400 障害者団体への補助金

合計 800 400

単位事業名 予算額 400千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 400 0 障害者の実習受入を希望する課所と実習を希望する障害者のマッチ
ング業務委託

合計 400 0

障害者団体全国大会等開催費補助

主な内容

障害者県庁職場体験事業費

主な内容


